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 テンソルT、βに対して次の条件を満たす固有ベクトルn1,n2,n3及び規格化固有値Q]、(k=1,
 2,3)を求める。
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Fig.5 Angu]ar Energy Flow ((~E/(~c2) 
The solid line is the Monte Calro simulation of " 
e¥'ents. The dashed line is the simulation of " 2Jet" 
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Fig.6 Net Charge Distribution 
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 論文審査の結果の要旨
 佐々木万亀夫提出の論文は高エネルギーニュートリノ核子反応の実験的研究である。実験は
 米国フェルミ研究所において1987年東北!.4m高分解能泡箱を用いて実施され,著者も参加し
 て行われた。本研究は,この泡箱写真を用い世界最高エネルギー領域でのニュートリノ反応の
 解析を行ったものである。特に,放出ハドロンのジェット構造を詳細にしらべることにより,
 ニュートリノ反応における量子色力学効果をはじめて明瞭にとらえ論じている。
 論文は5章よりなり,第1章には序論としてニュートリノと弱い相互作用の記述があり,
 クォーク・パートン模型並びに量子色力学について概説している。
 第H及び第III章は,実験及び測定解析の概要である。実験装置並びに泡箱写真解析の手続き
 につき記述があり,荷電カレント反応の選出を注意深く行い,且つシミュレーションを用いて
 選出されたイベントの純度等にも言及している。撮影された泡箱写真の約60%にあたる212,309
 枚を処理した結果,きれいなニュートリノ荷電カレン1・反応1,593を得た。
 第IV章はこの荷電カレント反応の解析結果である。まづ,ハドロン荷電多重度についてハド
 ロン系エネルギーWとの関係をしらべ過去の実験との一致を示し,横運動量分布に関しても
 W依存性を論じている。次のジェット構造の解析は本論文の主題である。ジェット軸として
 SphericityS及びThrustTをとり,くS>及び〈!-T>をWの関数として示し,e+e}衝撃実
 験結果とよく一致するという興味ある結果を見出した。又,(S,T)面に対して垂直方向への
 ハドロン横運動量ΣP2TlnにおいてシミュレーションLUNDによる理論値と実験値とを比較し
 12検定の結果,3ジェットの生成を示すことができた。更に,荷電カレント反応イベントにっ
 き,W>9GeV/c2,PlallariむyP>0,5及びPTの拡がり3くDl,<6の領域にある68イベントを
 高純度の3ジェットとして選別して,エネルギー・フローの角分布を求めた。そこで,過去の
 実験データに示されていなかった明らかな3ジェット分布構造を得た。著者は更に,エネル
 ギー・フロー角分布の各領域でのNetCharge分布を詳細にしらべた結果,3ジェッ1・の構造
 をクォーク・ジェット,ダイ・クォーク・ジェット及びグルーオン・ジェットとして明瞭に分
 離することに成功した。
 本研究は泡箱写真解析の特色を生かした詳細な解析を行い,高エネルギー・ニュートリノ核
 子反応において3ジェット構造を始めて実験的に明瞭に示し,ニュートリノ反応における量子
 色力学効果を確認したもので価値の高いものである。即ち,本論文は著者が自立して研究活動
 を行うに足る高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,佐々木万亀夫提出の
 論文は理学博士の論文として合格と認める。
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